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令和７年度千葉市生活保護世帯等学習・生活支援事業業務委託における質問と回答 

 

※質問の趣旨を損なわない範囲で、一部質問内容を修正しております。 

質問項目１ 

項目：仕様書２ 対象者 

内容： 令和 7 年度の「中学 2 年生および中学 3 年生」、「中学 1 年生」、「15 歳から 18 歳までの中学校

を卒業した子ども」の本事業対象者の見込み人数をそれぞれご教示ください。 

回答 

・令和 7 年度の「中学 2 年生および中学 3 年生」、「中学 1 年生」、「15 歳から 18 歳までの中学校を

卒業した子ども」の本事業対象者の見込み人数は、以下のとおり回答いたします。 

・「中学 2 年生および中学３年生」につきましては、約 1600 名を見込んでおります。 

   なお、現時点の見込み人数ですので、実際とは異なることがございます。 

過去 2 年の対象者数から大幅に増減がないことが想定されますので、質問項目 4 の対象者数を確

認していただきますようお願いいたします。 

・「中学１年生」につきましては、約１００名を見込んでおります。 

・「15 歳から 18 歳までの中学校を卒業した子ども」につきましては、質問項目９にて回答させてい

ただきます。 

 

質問項目２ 

項目：仕様書４ 業務内容（１）学習支援に関する業務 

内容：令和 5 年度、令和 6 年度中の学習支援事業１回あたりの最大出席者数および平均出席者数につい

て、会場別にご教示ください。  

回答 

  ・令和 5 年度、令和 6 年度中の学習支援事業１回あたりの最大出席者数および平均出席者数に 

ついて、以下のとおり回答いたします。 
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質問項目３ 

項目：仕様書４ 業務内容（２）生活支援に関する業務 

内容：令和 5 年度、令和 6 年度に実施しましたイベント内容、実施回数、時期、参加状況についてご教

示ください。 

回答 

 ・令和 5 年度、令和 6 年度に実施しましたイベント内容につきまして、以下のとおり回答します。 

 ・なお、参加率につきましては、令和 5 年度の集計はしておりませんので、令和 6 年度のみ回答いた 

します。 

 

＜令和 5 年度＞ 

   ・キャリア教育ワーク １４会場×全３回 計４２回 

    実施時期：７月（１回目） ９月～１０月（２回目） １１月～１２月（３回目） 

   ・レクリエーション  １４会場×各１回 計１４回 

    （ボッチャ） 

    実施時期：８月～９月 

   ・高校進学セミナー（集合型）  年１回 

    実施時期：８月 

   ・高校進学セミナー（各会場）  １４会場×各１回 計１４回 

    実施時期：１１月～１２月 

   ・受注者の主催する宿泊型勉強会への参加 年１回（参加人数上限有り） 

    実施時期：１２月 

 

＜令和 6 年度＞ 

   ・レクリエーション １４会場×各１回 計１４回 

実施時期：6 月 

    出席率 79.5％ 

   ・マネーセミナー（生活自立・仕事相談センターと合同イベント） 

１４会場×各１回 計１４回 

実施時期：10 月 

参加率 51.4％、保護者の参加あり 

・キャリア教育ボードゲームを通じてチームワークについて学ぶイベント  

１４会場×各１回 計１４回） 

実施時期：1 月 

    参加率 61.8％ 
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質問項目４ 

項目：仕様書４ 業務内容（３）参加申込者の募集～決定に関する業務 

内容：令和５年度、令和 6 年度の対象者数及び参加申込者を会場別にご教示ください。 

  

回答 

【対象者数】 

・令和５年度：約 1,600 名 

・令和６年度：約 1,500 名 

 ※なお、会場ごとの対象者数につきましては、計上困難ですので、総数での回答とさせて 

いただきます。 

 

【参加申込者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目５ 

項目：仕様書４ 業務内容（３）参加申込者の募集～決定に関する業務 

内容：令和 6 年度の申込者数、参加者数、出席率、辞退者数について、会場ごと、学年別の状況をご

教示ください。 
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回答 

  ・令和６年度の出席率については年度途中であるため、直近の１月分の出席率を記載しています。 

 

質問項目６ 

項目：仕様書 4（5）本事業の待機者への配慮 

内容：令和 5 年度及び令和 6 年度に行った、待機者への配慮について、どのような取り組みを行った

かご教示ください。 

   

回答 

 ・令和 5 年度及び令和 6 年度ともに、ICT 教材の配布を実施しました。 

 

質問項目７ 

項目：仕様書４（６）生活保護受給世帯への事業参加促進 

内容：令和 6 年度の生活保護受給世帯への事業参加促進について、実施方法及び回数の考え方をご教示

ください。 

回答 

・令和６年度の生活保護受給世帯への事業参加促進では、対象となる世帯すべてに電話又は家庭訪問を

実施しております。 

・電話及び家庭訪問を１回行った場合、電話がつながらない、家庭訪問不在の場合も実施回数 1 回とカ

ウントします。 

 なお、この場合は延べ実施回数１回、不在回数１回とカウントします。（実回数は 0 回） 

・なお、電話がつながらず、折り返しの電話がかかってきた場合は、不在回数にカウントせず、実施回

数のみにカウントします。 
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質問項目８ 

項目：仕様書４（６）生活保護受給世帯への事業参加促進 

内容：生活保護受給世帯への事業参加促進について、令和５年度及び令和 6 年度の取り組み内容とその

実施件数についてご教示ください。 

   

回答 

【令和 5 年度】 

  ・電話         ２４２回 

  ・家庭訪問        １０回 

  ・説明会及び体験会    １８件 

  ・同行訪問なし 

【令和 6 年度（R7.1 月末時点）】 

  ・手紙送付（訪問告知）  ８７通 

  ・電話         ３００回 

  ・家庭訪問        １２回（訪問８回、不在４回） 

  ・説明会及び体験会     ６件 

  ・同行訪問なし 

 

質問項目９ 

項目：仕様書４（７）生活保護受給世帯への進路選択支援業務 

内容：生活保護受給世帯への進路選択支援について、対象者数はどの程度を想定されているかご教示く

ださい。 

   

回答 

・対象者につきましては、学習・生活支援事業の申込率を鑑み、対象者全体の 2 割～3 割程度の利用を

見込んでおります。 

 

・対象者である「15 歳から 18 歳までの中学校を卒業した子ども」の見込み人数は、以下のとおりです。 

 

 

 

・なお、当該事業は令和 7 年度から新たに実施する事業となっておりますので、令和 6 年度実績はあり

ません。 

 

15歳 16歳 17歳 18歳 合計

人数 110 99 122 109 440
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質問項目１０ 

項目：仕様書８ 災害発生時等の対応 

内容：洪水警報発令時の記載がありましたが、これまでに具体的なトラブル事案がありましたら、 

ご教示ください。 

回答 

・これまでトラブルはありません。    

質問項目１１ 

項目：仕様書９ 会場における注意事項 

内容：「（料金改定等により変更となる可能性あり）」とありますが、実際に料金改定が発生し、料金が上

がった際は、契約額変更のための契約変更をさせていただく理解でよろしいでしょうか。  

回答 

 ・原則として契約変更は行いません。 

 

質問項目１２ 

項目：仕様書１１ 感染症への対策 

内容： 嘔吐キット等を配置する旨の記載がありましたが、今年度はどのようなものを準備されたのか

ご教示ください。 

回答 

・使い捨て手袋、ガウン、マスク、シューズカバー 

・ポリ袋 

・ペーパータオル 

・消毒 

・バンドエイド      等 

上記は今年度の設置例ですので、生徒の体調不良による、一時的対処が行うことができる内容の備品設

置をお願いいたします。 

 

質問項目１３ 

項目：仕様書１２ その他 

内容： 現在の学習・生活支援事業支援員が継続雇用を希望した場合、支援員の情報の引継ぎ方法をご教

示ください。また継続希望者の雇用条件及び採用基準も引き継ぐ必要がありますか。 
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回答 

・支援員の情報についての引継ぎは想定しておりません。 

・令和７年度に支援員の募集の際、履歴書に令和６年度の学習支援に参加していた旨を 

記載させる等の方法により、継続雇用への配慮をお願いします。 

 ・なお、継続希望者の雇用条件及び採用基準についての制限を設けるものではございません。 

 

 

質問項目１４ 

項目：仕様書１２ その他 

内容：原状回復費用発生に関して、費用が発生した事案があればご教示ください。 

  

回答 

 ・費用が発生した事案はございません。 

 

 

質問項目１５ 

項目： 全般 

内容：令和５年度事業と令和６年度事業について、受託事業者と委託金額をご教示ください。 

 

回答 

・令和 5 年度 委託金額：７９，３２９，６２４円 

（受託事業者：株式会社トライグループ） 

・令和 6 年度 委託金額：７９，８３５，８８８円 

（受託事業者：株式会社エデュケーショナルネットワーク） 

 

 

質問項目１６ 

項目：全般 

内容： 令和５年度事業と令和６年度事業について、成果（達成事項など）やその他運営上の課題につい

てご教示下さい。 
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回答 

  ・学習支援の出席率の目標値を８５％以上としていますが、過去３年の実績をみると、出席率が 

７０％台で推移しています。健康面や家庭事情等の課題を抱える場合もありますが、出席率の 

低い子どもに対して出席を促す支援が大切だと感じています。 

  ・高等学校等進学率についての目標値を１００％としていますが、過去３年の実績をみると、学習

支援事業を利用している世帯の進学率の平均値が８３．２％となっています。様々な課題を抱え

ていることから、進学に至っていない場合があると感じています。このことから、高校等進学支

援のみならず、課題を抱える子どもへの支援も必要だと考えております。 

  ・辞退率の目標値を１０％以下としていますが、令和４年度及び令和５年度は１０％で推移してい

ました。令和６年度（令和７年１月末時点）では、６．６％となっており、目標値を達成するこ

とができています。 

・令和５年度から、生活保護を受給する世帯に属する中学１年生の子ども及びその保護者を対象と

した次年度以降の本事業への参加促進の取組みを開始しましたが、事業への関心が低い世帯に対

してどのように事業周知及びアプローチを行っていくかが課題だと感じています。  

 

質問項目１７ 

項目：全般  

内容：令和７年度以降の事業運営上の課題（未達成事項など）についてご教示ください。 

回答 

 ・生活保護受給世帯の申込率は 20％台となっており、生活困窮世帯と比較すると、低い数字で推移し

ていることから、課題であると認識しております。 

・令和７年度より、生活保護世帯に対して進路選択支援を開始しますが、初年度にあたることから、

周知方法及び支援方法を模索していく必要があります。 

 

質問項目１８ 

項目：その他 

内容： 千葉市では生徒一人一人に学習用端末（ギガタブ）が配布されていると思いますが、学習支援内

でその端末を使った学習を実施しているかご教示ください。 

回答 

・学校ごとにギガタブの利用規則及び持ち帰り状況が異なることから、ギガタブを利用した学習は 

実施しておりません。 
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質問項目１９ 

項目：その他  

内容： 令和 6 年度の支援員の延べ配置数、実施回数を会場ごとにお示しください。 

 

 

 

回答 

・令和 6 年度の支援員の延べ配置数、実施回数は以下のとおりです。 


